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11/27(日)東京大学医学部本郷キャンパスに於いて、医学連主催シンポジウム『新専門医制度のより良

い運用にむけて』が行われました。全国から医学生 70 名、医師・研修医などの一般参加者が 50 名参加

しました。愛媛からは愛媛大学医学部医学科 3 年生 2 名が参加。コーディネーターは愛媛生協病院研修医

の水本潤希医師、弘前大学医学部医学科 3 年生が務めました。シンポジストに日本専門医機構の吉村理事

長、日本医師会から石川常任理事、相馬中央病院の森田医師が来場されました。 

まず、山田医学連委員長から新専門医制度に関する医学生アンケート結果、医学教育学会での演題発表、

群馬医ゼミでの勉強会、日本専門医機構との懇談などの取り組みの中で、今回のシンポジウムを企画する

に至ったことが報告されました。「医学生の不安を解消し、新専門医制度が誰のため・何のための制度なの

かの合意を得るため、当事者でもある学生も行動しよう」と呼びかけました。 

シンポジストの先生方は、それぞれの立場から講演され、質問用紙での質疑応答・フロアからの自由発

言で全体討論が行われました。 

専門医制度の意義や整備指針の弾力的な運用、地域医療を崩壊させないための方針/吉村理事長。地域医

療の視点から患者さんのための制度であるべき/石川常任理事。若手医師の懸念、研修の主体者は誰なのか

/森田医師。 

◎専門医取得・更新のメリット・デメリットは？◎産休・育休で休む場合に何らかの対応は？◎患者さ

んのための制度と言うがその説明は？◎大学での説明では「大学に残らないと取得できない」とのニュア

ンス、大学の果たすべき役割とは？◎地域の第一線で診療している専門医は新制度の下では資格更新でき

ないのでは？◎後期研修中の所属・雇用は？などの質問がありました。応答を知りたい方はご連絡下さい。 

患者さんのための制度であり、そのためにより良い研修を医師に提供できる制度であるべきです。 

医療の問題を考える良い機会になりました。皆さんも自身のこととして考え・行動しましょう。 

【参加者の意見・感想】 

・専門医の取得より“良い医師になる”ために経験を積み自ら考え行動する 

 ことが大事だと分かった。 

・吉村理事長に医学生・医師の立場から見た新制度の問題点と地域の医 

 療者の憂いを理解していただいたと思う。 

・学生・研修医が主体的に関わり、声を上げることが重要。 

・どうすれば患者さん研修医双方がハッピーになれるかを考えるべき。 



 

✿クリスマスカード作成✿ 

 11 月 26日(土)恒例のたま café(看護

奨学生会議)を愛媛生協病院で開催しま

した。 

 奨学生 6名が参加し、12 月 22日に

行なわれる生協病院クリスマス音楽会の

際、入院患者さんやデイケアの利用者さ

んなどへ配るクリスマスカードを作成し

ました。 

 それぞれ工夫を凝らしたカードが出来

上がりました！配ったときの反応が楽し

みです♪ 

       

健康フェスタ・健康まつり 

        それぞれ開催♪ 
11 月 20 日(日)愛媛生協病院で健康フェスタ、

新居浜協立病院で健康まつりがそれぞれ開催され

ました。どちらも毎年恒例の地域住民と一緒になっ

て作り上げる企画です。職員と医療生協の組合員さ

んがいろいろな出店をして盛り上がります！ 

 病院の薬剤科も出店しています♪新居浜協立病

院の薬剤科は若水ハロー薬局と一緒に“揚げだこ”

を出店しました。愛媛生協病院は院内スタンプラリ

ーで、病院内を見学に来る子どもたちに分包機を使

ってお菓子を小分けにする企画を行ないました。 

 どちらも参加者に喜ばれていました♪ 

 毎年行なっていますので、是非一度お立ち寄りく

ださい(＾0＾)/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛医療生協 学生サポートセンター 

愛媛大学医学部近くのシトラスヒルズ 101号室にあるサポート 

センターでは、毎週水曜日 12：00～13：30 にランチミーティングを

開催しています。お友達誘いあわせて来てください。 

医学生・薬学生・看護学生みなさんの参加をお待ちしています！！ 

↓お問合せはこちらまでどうぞ↓ 

●愛媛県民医連事務局● 

Tel：089(990)8677 

（小笠原、林、村中、坂本） 

Mail：a-ogasawara@ehime-med.org 

11/3 鳥取県へ震災ボランティア 

11/3、鳥取県中部地震・震災支援行動に愛媛大学

医学科生２人と看護科生 1 人、愛媛民医連の職員 6

人が参加。この日は祝日ということもあり、全国の

民医連から 137 人の支援者が集まった。 

愛媛の参加者は、震源地からほど近い三朝（みさ

さ）町の組合員訪問を実施。この地域の半数以上の

家は一部損壊しており、あちこちの屋根や石垣にブ

ルーシートがかけられていた。 

 マスコミではあまり報道されていない地域だが、

被害の状況は深刻で心のケアや引き続きの訪問が

必要と思われる方もいた。高齢者のみの世帯も多

く、年金だけでは家の修理費を出せない、雪が積も

る前に直したいが順番も回ってこない、など不安を

抱えた世帯があった。 


